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第２章 知事公邸・公館敷地の現況  

１ 所在地 

敷地は、北海道札幌市中央区の北１条通から北３条通、西 15 丁目から 16 丁目にかけての一角

を占めており、北海道庁本庁舎から約 1.2 ㎞の場所に位置している。 

  

            北海道札幌市中央区北１条西 15 丁目・16 丁目 

                     北２条西 15 丁目・16 丁目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区画図 
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２ 歴 史 

現在の敷地一帯は、明治８年(1875 年)、開拓大判官 松本十郎が坂田県(現在の山形県)旧鶴岡藩

士族 156 名を札幌に招へいし、荒野の開墾にあたらせ桑苗を植え、桑園を経営した跡地で、現在も

ここから北側にかけては「桑園」(そうえん)の地名で呼ばれている。 

明治 25 年(1892 年)頃、桑園は分譲され、知事公館の敷地は、開拓使に奉職していた森源三氏が

官を辞めてこれを購入し、住まいを設け自ら農蚕に従事した。 

大正４年(1915 年)、この地の所有者が三井合名会社に変わり、同社の別邸として来客の応接等

に使用されたが、昭和 11 年(1936 年)12 月、この別邸(昭和 28 年取り壊し)の隣に、現在の公館が

新築され「三井別邸新館」と称した。 

戦後、一時米軍に接収されたが、昭和 27 年(1952 年)に、札幌市の所有となり、昭和 28 年(1953

年)４月、敷地も含め道有地と交換し、道の所有となる。以来、会議や行事に使用され、写生会や

見学など数多く利用されている。昭和 57 年(1982 年)９月からは、同構内北側の一部 13,450 平方

メートルが、公開区(小公園)として一般に開放され、昭和 58 年(1983 年)７月には、道立三岸好太

郎美術館もオープンし、近隣の道立近代美術館と併せて、道民の憩いの場として親しまれている。 

 

３ 現 況 

敷地は、面積 56,164 平方メートル、敷地内には約 2,400 本のヤマモミジ、イタヤカエデ、イチ

イ、ニオイヒバ等の樹木が生息しており、南側に知事公館、北側に三岸好太郎美術館、東側一帯は

居住区域となっており、知事公邸をはじめとした８棟(９戸)の住居が並んでいる。 

なお、居住区域を除いた部分は、冬期間を除き一般に公開されている。 

 

〇庭園の開放期間 

４月 29 日～９月 30 日(8:45～17:30)、10 月 1 日～10 月 31 日(8:45～17:00) 

  11 月１日～11 月 30 日(8:45～16:00)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地内配置図 
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４ 記念碑・美術品等 

   敷地内には、記念碑３基、美術品３点が所在しており、三岸好太郎美術館や隣接する近代美術館

来館時に散策するアートスポットとしても親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 

桑園碑 

昭和 40 年(1965 年)12 月 建立 

国富在農碑 

明治 45 年(1912 年)１月 建立 

記念碑 

(世界津波の日高校生サミット)  

令和元年(2019 年)９月 建立 

桑園地区の歴史が刻まれた「桑園碑」

の碑文の写しの発見により、桑園の由

来を記録し、後世に伝え残すために復

元建立されたもの 

明治 14 年(1881 年)８月の明治天皇行

幸の際に掘られた井戸の後に、桑園開

拓使の由来を刻み込んだ「桑園碑」 と

して建立されたが、その後、表面の「桑

園碑」の文字のみが乃木希典将軍揮毫

の「国富在農」に改刻されたと言われ

ている 

日本を含め 44 ヶ国、394 名の高校生

が参加した「世界津波の日」2019 高

校生サミット in 北海道を記念して建

立されたもの 

④ ⑤ ⑥ 

残響(村橋久成像) 意心帰 サキモリ 

中村 晋也 作 

 

 

 

 

安田 侃 作 

「意心帰」は、「意(容)は心を求め、

また心はかたちに帰る」という意味。 

東京やイタリアにも設置されている代

表的な連作 

 

  

 

 

 

流 政之 作 

古代、外地に対する防備として配置さ

れた無名の兵士「崎守」に由来するタ

イトル 

 

 

 

 

 

 

  

① ②

③

④

⑤

⑥

記念碑等の配置図 


